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高
野
教
授
は
、
周
知
の
通
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
難
民
問
題
に
世
の
関

心
を
高
め
る
た
め
に
、
宮
崎
教
授
と
と
も
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ

る
（
『
世
界
』
昭
三
十
八
年
六
月
号
）
と
同
時
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
最

初
の
政
治
亡
命
事
件
判
決
で
あ
る
手
秀
吉
事
件
東
京
地
裁
判
決
を
導
き
出

し
た
鑑
定
（
法
セ
・
一
九
六
九
／
五
）
を
出
さ
れ
、
そ
の
同
じ
鑑
定
を
基

礎
に
し
た
柳
文
卿
事
件
東
京
地
裁
判
決
を
く
つ
が
え
し
た
東
京
高
裁
判
決

を
「
残
念
な
判
決
」
と
痛
烈
に
批
判
し
（
ジ
ュ
リ
・
一
九
七
ニ
・
三
・
一

五
）
、
最
高
裁
が
手
秀
吉
の
上
告
を
棄
却
す
る
や
、
た
だ
ち
に
「
政
治
犯

の
本
国
送
還
は
裁
量
行
為
か
」
（
法
セ
・
一
九
七
六
／
四
）
と
題
す
る
強

い
批
判
を
こ
め
た
論
文
を
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
、
ま
た
、
一
九
六
五
年
の

日
韓
協
定
に
よ
る
協
定
永
住
権
者
の
退
去
強
制
事
例
の
最
初
の
も
の
と
し

て
東
京
地
裁
に
係
属
中
の
申
京
換
退
去
強
制
事
件
（
昭
四
八
年
（
行
ウ
）

第
一
四
八
号
、
昭
四
九
年
（
行
ウ
）
第
九
五
号
事
件
）
に
も
、
昨
七
七
年

九
月
上
旬
鑑
定
書
を
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
外
国
人
の
出
入
国
や
犯
罪
人
引

渡
の
分
野
で
学
界
に
も
問
題
を
提
起
し
続
け
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
国

神
戸
商
船
大
学
助
教
授

芹
田
健
太
郎

高
野
雄
一
著

『
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
』

（
一
九
七
七
年
岩
波
書
店
）

紹

介

際
法
学
会
理
事
長
の
要
職
の
か
た
わ
ら
続
け
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
研

究
を
、
昨
秋
、
岩
波
書
店
の
現
代
法
叢
書
の
一
っ
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

そ
れ
が
本
書
で
あ
り
、
編
集
委
員
会
の
指
名
に
よ
り
こ
れ
を
紹
介
で
き
る

の
を
大
変
光
栄
に
思
う
。

ノヽ

一
（
 

さ
て
、
本
書
は
八
章
と
結
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
ほ
し
が
き
や
あ
と
が
き

は
な
い
。
は
し
が
き
や
あ
と
が
き
に
よ
っ
て
筆
者
の
意
図
を
読
む
こ
と
に

慣
れ
て
い
る
者
に
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
辛
い
。
ま
た
、
教
授
の
年
来
の
、

政
治
亡
命
や
退
去
強
制
に
関
す
る
仕
事
か
ら
推
し
て
、
本
書
に
亡
命
や
難

民
に
関
す
る
記
述
を
期
待
し
て
本
書
を
手
に
す
る
者
は
襄
切
ら
れ
た
思
い

が
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
「
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
」
と
い
う
書
名
か
ら
、

国
内
法
と
く
に
憲
法
で
語
る
よ
う
な
人
権
の
内
容
に
つ
い
て
の
譲
論
が
語

ひ
も
と

ら
れ
て
い
る
も
の
と
速
断
し
て
本
書
を
幡
く
者
は
、
本
書
に
何
か
異
質
の

も
の
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
高
野
教
授
が
扱
お
う
と
さ
れ
る
の

は
、
人
権
の
内
容
で
は
な
く
、
「
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
保
障
の
履
行

確
保
の
諸
問
題
」
い
わ
ゆ
る
実
施
措
置
(
i
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
m
e
a
s
u
r
e
s
)
 

の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
一
九
六
八
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
に
お
け
る
国
際
人

権
会
議
に
お
い
て
、
今
や
、
人
権
の
「
定
義
の
時
代
」
は
過
ぎ
、
「
実
施

の
時
代
」
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
、
実
施
措

置
の
問
題
の
再
検
討
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
通
じ
る
、
と
い
え
よ
う
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
ひ
と
ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
紹
介
し
、
順
次
問
題
を

掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

第
一
章
人
権
と
国
際
社
会
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紹 介

本
書
の
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
い
わ
ば
序
論
で
あ
り
、
第
五
章
は

そ
の
序
論
の
結
び
と
し
て
、
本
論
た
る
第
六
、
七
、
八
章
で
分
析
す
る
視

点
を
示
し
て
い
る
。
日
く
。
「
国
際
社
会
の
組
織
化
は
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
、
外
交
的
保
護
権
（
あ
る
い
は
人
道
的
千
渉
権
）
の
背
後
に
あ
る
国

家
権
力
の
よ
う
な
も
の
は
、
今
日
い
か
な
る
国
際
機
構
に
も
備
っ
て
は
い

な
い
。
そ
こ
で
現
代
に
お
け
る
新
し
い
人
権
の
国
際
的
保
護
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な

問
題
が
そ
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
次
章
以
下
で
す
こ
し
分
析
し
検
討
し

て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

(
1
0
二
頁
）
と
。
つ
ま
り
、
高
野
教
授
の

主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
、
「
外
交
的
保
護
を
乗
越
え
て
」
「
人
道
的
干
渉
を
超

克
し
て
」
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
で
あ
る
の
か
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
一
九

世
紀
に
お
け
る
国
際
社
会
に
展
開
し
た
個
人
の
生
活
上
の
利
益
や
権
利
の

、、

保
護
は
」
…
…
「
相
手
国
の
国
民
、
つ
ま
り
相
手
の
外
国
人
に
権
利
を
認
め

、、

保
護
す
る
と
い
う
も
の
か
ら
、
一
定
の
生
活
利
益
を
ひ
ろ
く
個
人
に
対
し

（二）

第
二
章
人
権
と
外
交
的
保
護
権

第
三
章
労
働
権
、
人
権
の
国
際
的
保
障
と
国
際
平
和

第
四
章
植
民
地
人
民
の
自
決
の
権
利

第
五
章
人
権
保
護
の
伝
統
的
国
際
秩
序
を
越
え
て

第
六
章
労
働
の
権
利
に
関
す
る
I
L
O
の
国
際
的
保
障

第
七
章
人
権
に
関
す
る
西
欧
機
構
の
国
際
的
保
障

第
八
章
国
際
人
権
規
約
と
国
連
体
制

結
び
の
章
総
括
と
展
望

て
認
め
保
護
す
る
と
い
う
方
向
へ
進
ん
で
き
」
、
「
さ
ら
に
、
二

0
世
紀
に

入
っ
て
、
な
か
ん
ず
く
第
二
次
大
戦
後
に
個
々
の
生
活
上
の
権
利
か
ら
進

ん
で
、
基
本
的
人
権
一
般
が
各
国
国
法
に
よ
る
保
護
の
体
制
か
ら
国
際
的

保
障
を
求
め
て
、
国
際
社
会
の
場
に
登
場
し
て
き
た
。
国
際
社
会
に
人
権

価
値
の
認
識
と
人
権
尊
重
の
意
識
が
滲
透
し
拡
大
し
定
着
し
て
き
た
」

（六

0
頁
、
同
旨
九
九
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
権
の
国
際
的
保
障
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
高
野
教
授
は

『
国
際
法
概
論
（
補
正
版
）
』
（
一
九
六
五
年
、
弘
文
堂
新
社
）
第
六
章
個
人

と
国
際
法
で
は
、
国
際
的
保
護
を
、
日
個
人
の
利
益
・
権
利
・
地
位
の
国

際
行
政
的
保
護
、
口
少
数
民
族
の
保
護
、
国
基
本
的
人
権
の
保
護
と
分
け

て
論
じ
、
外
交
的
保
護
を
別
に
扱
っ
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
で

ほ
、
個
人
の
権
利
の
保
護
も
、
人
権
の
保
護
も
、
同
列
に
論
じ
て
お
ら
れ

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
（
特
に
第
一
章
）
。
そ
も
そ
も
個
人
の
権
利

に
つ
い
て
は
、
国
際
法
は
、
外
国
人
制
度
の
中
で
、
扱
っ
て
き
て
お
り
、

た
と
え
ば
、
十
九
世
紀
来
の
国
際
慣
習
を
成
文
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
さ

れ
て
い
る
一
九
二
八
年
の
外
人
の
地
位
に
関
す
る
ハ
バ
ナ
条
約
第
五
条
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
は
、
生
命
・
身
体
の
安
全
や
名
誉
の
維
持
等
の

い
わ
ゆ
る
人
格
権
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
に
も
自
国
民
と
平
等
の
保
護
を

与
え
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
私
法
上
お
よ
ぴ
公
法
上
の
権
利
に
つ
い

て
は
国
家
間
の
特
別
条
約
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
た
だ
私
権
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
国
家
は
、
特
別
の
立
法
（
わ
が
国
の
例
と
し
て
、
船
舶
法
、

航
空
法
、
水
先
法
、
鉱
業
法
な
ど
）
に
よ
っ
て
外
国
人
に
禁
止
す
る
権
利

の
ほ
か
は
、
す
べ
て
享
有
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

ほ
外
国
人
法
の
原
則
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
侵
害
は
、
国
家
責
任
ー

75 (75) 
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さ
て
、
序
論
に
つ
づ
く
本
論
に
あ
た
る
第
六
、
七
、
八
章
は
、
そ
れ
ぞ

れ
I
L
O
、
欧
州
審
議
会
(
C
o
u
n
c
i
l
o
f
 
E
u
r
o
p
e
)
、
国
連
に
、
あ
て
ら

（三）

外
交
的
保
護
、
と
つ
な
が
る
一
連
の
国
際
法
制
度
の
問
題
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
人
権
の
国
際
的
保
障
の
問
題
は
、
経
験
的
に
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム

11
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
、
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
、
横
田
喜
三
郎
、
田
畑
茂
二
郎
な

ど
多
く
の
学
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
の
人
権
侵
害
が
契
機

と
な
っ
て
生
ま
れ
た
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
11
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
は
、
「
国

連
憲
章
以
前
に
は
・
・
・
人
間
の
基
本
的
、
不
可
譲
の
、
ま
た
は
自
然
的

権
利
と
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
国
際
法
は
認
め
な
か
っ
た
」

、

、

、

、

、

、

と
い
う
。
人
権
の
国
際
的
保
障
の
必
要
は
、
人
権
の
国
内
的
つ
ま
り
憲
法

的
保
障
だ
け
で
は
十
分
で
な
か
っ
た
と
い
う
第
二
次
大
戦
の
経
験
に
基
づ

い
て
い
る
。
従
っ
て
、
人
権
の
国
際
的
保
障
の
特
色
は
、
ト
ル
コ
等
中
近

東
諸
国
の
少
数
民
族
の
保
護
と
か
、
植
民
地
原
住
民
の
保
護
と
か
、
在
外

、
、
、
、
、
、
、
、
、

自
国
民
の
保
護
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
国
内
の
自
国
民
の
人
権
の
保
護
を

国
際
的
に
負
う
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
な
お
、
人

権
は
、
私
権
で
は
な
く
、
公
権
で
あ
っ
て
そ
の
う
ち
の
最
も
重
要
な
も
の

で
あ
る
）
。
戦
後
ド
イ
ツ
を
ョ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
条

件
の
呈
示
と
も
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
は
、
そ
の
実
体
規
定
の
実

に
一
二
分
の
二
が
、
人
身
の
自
由
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
的
・
政
治

的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
も
約
二
分
の
一
が
こ
れ
で
あ
る
と
い
う
事
実

が
、
第
二
次
大
戦
の
経
験
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

れ
て
い
る
。
人
権
の
国
際
的
保
護
の
制
度
化
の
観
点
か
ら
は
、
米
州
制
度

も
見
逃
せ
な
い
よ
う
に
思
え
る
（
と
り
あ
え
ず
、
拙
稿
「
米
州
に
お
け
る

人
権
の
保
護
」
法
学
論
叢
八
六
巻
二
号
参
照
）
が
、
こ
れ
へ
の
言
及
は

な
い
。
紙
数
の
関
係
で
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

-
I
L
O
の
部
分
は
、

I
L
O
の
国
際
的
保
障
、
労
働
条
約
の
遵
守

に
関
す
る
争
訟
、

I
L
O
の
国
際
的
保
障
の
分
析
と
評
価
、
の
三
節
か
ら

な
る
が
、
そ
の
力
点
は
ケ
ー
ス
の
紹
介
と
保
障
方
式
の
分
析
・
評
価
に
あ

る
。
ケ
ー
ス
の
紹
介
は

I
L
o
憲
章
第
二
十
四
条
お
よ
び
第
二
十
六
条
に

も
と
づ
く
申
立
・
苦
情
に
か
ぎ
ら
れ
、
国
際
法
学
者
の
手
に
よ
る
も
の
と

し
て
は
初
め
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
特
別
の
意
味
は
見
い
出
せ
な
い
。

I
L
O
の
国
際
的
保
障
の
分
析
と
評
価
と
し
て
は
、
申
立
・
苦
情
の
憲
章

ペつ

上
の
基
礎
、
苦
情
の
審
査
、
争
訟
処
理
の
二
つ
の
基
本
方
式
を
一
瞥
し
た

の
ち
、
人
権
に
関
す
る
国
際
的
争
訟
、
外
交
的
保
護
・
人
道
的
干
渉
を
越

え
て
、

I
L
o
保
障
秩
序
の
存
在
理
由
、

I
L
o
保
障
機
構
の
存
在
理
由
、

労
働
権
に
関
す
る
部
分
的
共
同
体
秩
序
へ
、
と
説
き
進
め
、
「
そ
れ
な
り
」

の
も
の
が
あ
り
、
「
個
人
の
権
利
の
確
保
の
た
め
に
ま
と
も
に
国
家
の
外

交
的
保
護
権
が
行
使
さ
れ
る
場
合
・
・
・
の
よ
う
に
、
人
権
を
確
保
す
る

現
実
の
力
は
強
く
な
い
。
そ
の
点
で
は
、

I
L
O
が
国
際
機
構
と
し
て
労

使
の
代
表
の
よ
う
な
非
政
府
的
要
素
を
構
造
的
に
取
込
ん
だ
独
自
の
特
色

を
示
す
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
構
造
の
中
心
に
伝
統
的
な
政
府
代
表
の
要

素
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
、
ま
だ
し
も
そ
の
国
際
的
な
保
障
に
実
効
性

を
賦
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
（
一
八
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
も
一
っ
疑
問
が
あ
る
の
で
、
次
に
簡
単
に
こ
れ
に
触
れ

て
み
た
い
と
思
う
。
高
野
教
授
も
引
用
さ
れ
る
ラ
ン
デ
ィ
の
著
が
公
け
に
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さ
れ
た
一
九
六
六
年
ま
で
に

I
L
O
が
採
択
し
た
労
働
条
約
は
一
―
九
を

数
え
る
。
ラ
ン
デ
ィ
は

I
L
O
の
三
十
年
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
ら
条
約
の

国
際
的
監
視
の
実
効
性
を
問
題
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
条
約
―
―

九
の
う
ち
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
等
の
学
者
が
、
人
権
の
保
護
に
関
係
す
る
も
の

と
し
て
通
常
あ
げ
る
の
は
、
一
九
四
八
年
の
結
社
の
自
由
・
団
結
権
保
護

の
八
七
号
条
約
、
四
九
年
の
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
の
九
八
号
条
約
、
五

一
年
の
同
一
報
酬
の
一

0
0号
条
約
、
五
七
年
の
強
制
労
働
廃
止
の
一
〇

五
号
条
約
、
五
八
年
の
雇
用
・
職
業
に
お
け
る
差
別
禁
止
の
一
―
一
号
条

約
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
八
七
号
・
九
八
号
の
両
条
約

(
1
0五
号
条

約
も
含
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
）
の
い
わ
ゆ
る
労
働
組
合
権
の
侵
害
事

件
で
、
結
社
の
自
由
委
員
会
が
扱
っ
た
も
の
は
、
「
一
九
七
六
年
現
在
ま

で
に
、
八

0
0を
越
え
て
い
る
」
(
―
二
三
頁
）
。
と
い
う
こ
と
は
、

I
L

、、

0
の
人
権
保
障
の
活
動
の
中
核
に
は
、

I
L
o
憲
章
上
の
基
礎
は
あ
い
ま

い
で
あ
る
が
、
結
社
の
自
由
委
員
会
が
据
え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
、
結
社
の
自
由
委
員
会
に
つ
い

て
語
ら
れ
る
こ
と
の
少
い
の
が
寂
し
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
、
戸
田

義
男
が
夙
に
そ
の
著
『
I
L
O
に
お
け
る
労
働
組
合
権
の
保
障
』
(
-
九

七
一
年
、
日
本
評
論
社
）
で
約
百
四
十
頁
を
費
し
て
論
じ
、
そ
の
後
も
憲

章
上
の
基
礎
の
あ
い
ま
い
さ
を
め
ぐ
っ
て
執
拗
に
追
及
し
て
い
る
（
神
戸

商
船
大
紀
要
・
文
科
論
集
•
第
二
十
三
号
、
第
二
十
五
号
、
第
二
十
六

号
）
こ
と
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

二
欧
州
審
議
会
の
部
分
は
、
西
欧
機
構
に
お
け
る
人
権
争
訟
ー
ケ
ー

ス
ー
、
西
欧
機
構
の
国
際
人
権
保
障
ー
分
析
と
評
価
ー
、
西
欧
人
権
機
構

の
構
造
、
西
欧
機
構
に
よ
る
人
権
保
障
の
機
能
、
の
四
節
か
ら
な
る
。
前

章
と
同
じ
構
成
に
す
れ
ば
、
本
章
第
三
節
が
前
章
第
一
節
に
、
本
章
第
一

節
は
前
章
第
二
節
に
、
本
章
第
二
節
と
第
四
節
が
前
章
第
三
節
に
相
当
し
、

配
分
さ
れ
た
頁
数
も
同
じ
に
な
る
。
し
か
し
、
高
野
教
授
の
意
図
は
、
一

九
七
五
年
末
ま
で
で
欧
州
人
権
委
員
会
に
受
理
さ
れ
た
国
家
の
申
立
十
三

件
と
個
人
の
申
立
の
う
ち
既
決
の
六
三
四
七
件
中
受
理
さ
れ
た
一
三
一
件

（
ニ
ニ
七
頁
）
を
あ
く
ま
で
も
実
証
的
に
「
原
資
料
」
に
あ
た
っ
て
検
討

し
、
「
欧
州
人
権
保
護
条
約
、
欧
州
人
権
保
障
機
構
の
作
動
の
諸
側
面
を

可
能
な
か
ぎ
り
よ
く
代
表
す
る
も
の
を
取
出
し
」
て
（
ニ
ニ
八
頁
）
全
体

像
を
描
く
こ
と
に
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国

に
は
宮
崎
繁
樹
の
先
駆
的
研
究
が
あ
り
、
私
も
十
二
年
前
に
論
文
を
書
い

た
。
そ
し
て
憲
法
学
者
野
村
敬
造
が
一
九
七
五
年
に
浩
涌
な
著
作
を
世
に

送
り
出
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
本
書
の
こ
の
部
分
を

読
む
と
、
高
野
教
授
の
関
心
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
人
権
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
国
際
組
織
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
ほ
、

本
書
が
人
権
の
内
容
で
は
な
く
、
実
施
措
置
の
問
題
を
扱
お
う
と
し
て
い

る
こ
と
の
当
然
の
帰
結
の
よ
う
に
み
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
し
違
う

よ
う
に
思
え
る
。
一
般
国
際
法
上
、
た
と
え
ば
、
調
停
は
条
約
の
適
用
・

解
釈
を
め
ぐ
る
紛
争
の
よ
う
な
典
型
的
な
法
律
紛
争
に
は
用
い
ら
れ
ず
、

非
法
律
紛
争
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
（
一
般
議
定
書
参

照
）
が
、
人
権
諸
条
約
で
は
調
停
に
大
き
な
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
ま
た
、
高
野
教
授
は
、
欧
州
人
権
委
員
会
の
成
功

が
、
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
基
盤
と
伝
統

．．． 
に
密
着
し
た
地
域

的
国
際
社
会
の
組
織
化
を
こ
の
欧
州
人
権
委
員
会
が
基
盤
と
し
て
い
る
こ

と
に
由
来
す
る
」
（
二
五
三
頁
）
と
さ
れ
る
が
、
国
際
人
権
規
約
の
場
合
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は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
外
交
的
保
護
権
の
発

動
を
抑
止
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
国
内
的
救
済
原
則
が
、
外
交
的
保
護

権
を
乗
り
越
え
て
こ
れ
と
は
無
縁
な
筈
の
人
権
諸
条
約
に
導
入
さ
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
も
し
国
内
的
実
施
が
第
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
も
実
施
措
置
の
問
題
に
含

ま
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
総
合
的
評
価
と
し

て
、
高
野
教
授
は
、
「
国
家
主
権
（
権
力
）
構
造
に
か
か
わ
ら
ず
統
合
へ

の
過
程
を
生
み
だ
し
て
い
る
西
欧
社
会
の
伝
統
と
基
盤
の
上
で
、
人
権
の

国
際
的
保
障
に
現
実
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
充
分
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
」
（
二
六
五
ー
六
頁
）
と
さ
れ
る
。

＿
―
-
国
連
の
部
分
は
、
国
連
体
制
に
お
け
る
人
権
、
国
際
人
権
規
約
ー

I
A
と

B

と
ー
—
、
社
会
権
の
国
際
的
保
障
ー
ー
A
規
約
ー
ー
、
自
由
権

の
国
際
的
保
障
ー
ー
B
規
約
ー
ー
、
の
四
節
か
ら
な
る
。
高
野
教
授
の
問

題
関
心
は
、
「
人
権
全
般
に
つ
い
て
普
逼
的
な
国
際
的
保
障
を
期
す
る
こ
の

秩
序
と
機
構
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
・
方
法
を
も
っ
て
人
権
の
国
際
的
保

障
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
」
（
二
八
四
頁
）
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ

し
て
国
連
憲
章
第
五
十
六
条
や
二
条
七
項
か
ら
世
界
人
権
宜
言
ま
で
「
国

べつ

連
体
制
に
お
け
る
人
権
」
が
一
瞥
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
国
連
関
係
の
人
権
条
約
は
十
八
の
多
く
を
数
え
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
事
実
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
人
権
の
国
際
的
保
障
は
、
戦

争
直
後
は
ナ
チ
ズ
ム
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
っ
た
全
体
主
義
の
人
権
抑
圧
ヘ

の
反
発
か
ら
い
わ
ば
熱
狂
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
世
界
人
権
宜
言
、
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
条
約
を
生
み
出
し
、
そ
の
後
植
民
地
解
放
と
の
関
係
で
論
じ
ら

れ
、
さ
ら
に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ

う
し
た
中
で
多
く
の
宣
言
・
条
約

(
S
T
/
H
R
/
1
参
照
）
を
採
択
し
て
き
た

国
連
は
、
人
権
に
関
す
る
国
際
標
準
設
定
者
と
し
て
の
役
割
を
常
に
果
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
大
家
の
口
か
ら
聞
き
た
い

と
い
う
気
持
が
私
に
は
強
い
。

さ
て
、
国
際
人
権
規
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
析
と
評
価
の
問
題
意
識

と
し
て
高
野
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
「
こ
の
国
際
社
会
に
特
別

の
法
秩
序
、
組
織
が
設
定
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
人
権
の
国
際
的
保
障
は
、

国
際
社
会
に
伝
統
的
な
外
交
的
保
護
な
い
し
人
道
的
干
渉
の
機
能
に
頼
る

ほ
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
人
権
の
国
際
的
保
障
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
国

家
間
の
政
治
的
外
交
的
手
段
に
伴
う
制
約
あ
る
い
は
弊
害
は
、
す
で
に
充

分
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
蓋
頭
し
、
二

0
世
紀
に
現
実
化

し
た
人
権
の
国
際
的
保
障
の
要
求
は
、
そ
れ
ら
の
伝
統
的
手
段
で
は
対
応

し
え
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
新
た
な
意
味
を
も
つ
秩
序
と

機
構
の
対
応
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
国
連
は
、
す
で
に
そ
の
憲
章
で
、
国

際
平
和
機
構
、
政
治
機
構
と
し
て
、
そ
れ
自
ら
が
人
権
の
国
際
的
尊
重
の

秩
序
・
機
構
で
も
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
し
か
も
、
国
連
は
人

権
そ
の
も
の
の
普
遍
的
価
値
に
基
づ
い
て
、
そ
の
国
際
的
保
障
の
特
別
の

秩
序
を
創
設
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
そ
れ
を
実
現
し
た
。
そ
れ
が
国
際
人

権
規
約
な
の
で
あ
る
」
（
三
二

0
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
の
国
際
人
権
規
約
の

実
施
措
置
が
、
第
三
節
と
第
四
節
で
、
ほ
ぼ
条
文
に
従
っ
て
、

I
L
O
お

よ
び
欧
州
審
議
会
の
そ
れ
と
の
比
較
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ

で
も
欲
を
言
え
ば
、
当
事
国
数
が
百
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
人
種
差
別
撤

廃
条
約
（
さ
し
あ
た
り
金
東
勲
「
人
権
の
国
際
的
保
護
と
人
種
差
別
撤
廃

条
約
」
大
阪
経
済
法
科
大
学
法
学
論
集
第
二
号
参
照
）
の
実
施
措
置
は
、
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（四）

国
際
人
権
規
約
の
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
作
成
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
と
の
比
較

で
も
み
ら
れ
れ
ば
、
な
お
一
層
論
点
が
明
確
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
に
と
惜

し
ま
れ
る
。

高
野
教
授
の
著
作
の
紹
介
と
い
い
な
が
ら
、
書
き
連
ね
て
き
た
こ
と
は
、

結
局
、
亡
命
や
退
去
強
制
問
題
で
常
に
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
教

授
に
一
度
お
尋
ね
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
の
心
の
中
に
巣
く
う
疑
問
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
私
と
し
て
は
こ
こ
で
も
や
は
り
疑
問
が
残
る
が
、
高
野

教
授
は
、
「
I
L
O
、
西
欧
機
構
、
国
連
（
と
く
に
B
規
約
）
体
制
の
人

権
保
障
秩
序
の
な
か
に
認
め
ら
れ
る
構
造
変
革
的
な
、
歴
史
的
社
会
的
発

展
の
要
素
を
、
こ
れ
ら
の
制
約
要
因
の
冷
徹
な
現
実
認
識
の
な
か
で
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
は
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
将
来
に
む
か
っ
て
評
価
し

て
い
く
べ
き
も
の
と
思
う
」
（
四

0
二
頁
）
と
述
べ
て
掴
筆
さ
れ
た
。

（
一
九
七
八
・
ニ
・
ニ
ニ
）
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